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＜連絡事項＞

・中間サマリーの作成、二軸評価の記載(患者様名は左上に記載)、提出は9/18（火）締め切りとなっています。期限を守って行って下さい。

・9月25日第３回法人研修が下記の内容であります。
17：30～18：30　４階メモリアルホールにて
テーマ：「防災対策について」　講師：八戸根城分遣所隊員
※当日参加人数の確認の為、9/21までにWIZへの入力をお願いします。
・看護グループ内研修

　　9月20日・21日「認知症とその理解」というテーマで行ないます。参加し自己啓発に努めて下さい。

・皮膚科について

　本日、祝日の為、皮膚科診察が明日になります。来週月曜日も祝日の為、火曜日となりますので間違えのないようにしてください。

・疥癬対応について
　チェック表の記入を忘れずに行って下さい。また、キンチョールの散布など日々の対応をしっかりと行って感染拡大予防を徹底して下さい。

　準夜帯での予防衣の熱湯消毒・洗濯を忘れずに行なう様にしてください。

・上半期SGMとの面談を実施中です。各自予定表を確認してください。

・石塚　文明様～明日、入院予定です。

・9月20日・21日の日程で、中途採用者フォローアップ研修があります。

　東病棟対象者は松尾Ns・谷川Ns・兵藤CW・出貝CWです。

・各勤務帯でフローシートの記入（サイン等）を忘れずに行って下さい。

・東Ｂユニットの鍵について、Ｂ－１（入浴）が空回りし使えない為、現在修理に出しています。

・7月分のカルテを明日、庶務へおろします。

＜患者様連絡事項＞

・菊谷　滝治様～本日、本人・主治医と話し合い、明日退院となります。

　　　　　　　　退院療養計画実施しています。外来日は10月1日　11時です。

・山上　賢一様～9月18日10:00～9月19日10:00外泊決定しています。

　　　　　　　　対応したスタッフは薬を忘れないようにして下さい。

・駒木　学様　～母様より「外出させたい」と電話連絡あり9月23日10:00～15:30外出予定となっています。

・田嶋　弘樹様～流涎等の症状について、抗精神病薬（リスパダール）の副作用との判断で主治医より抗パーキンソン薬（アキネトン）筋注の指示あり行なっています。日課の取り組み状態を観察してください。

・神代　達也様～本人、納豆が嫌いとの事で納豆禁となりました。

・森越　義夫様～主治医より毎日8:00・16:00に胸囲・体重側定の指示ありますので忘れずに実施するようにして下さい。

・玉井　クニ子様～胸部に掻き傷と、古い湿疹あり。明日、皮膚科で情報提供してください。

＜川端Dr.ケースカンファ＞

・玉井　悠策様～作業療法について最近は拒否傾向ある事、情報提供しています。拒否あった際は無理に誘導しなくて良いとのことです。

夜間、掻痒感訴えありましたが日中は訴え聞かれていません。主治医診察時、疥癬の疑いあるとの事で、明日の皮膚科の際に診ていただく事とします。部屋は現在個室利用の為そのままとし、明日の皮膚科診察までは衣類・部屋の清掃・環境整備等は疥癬患者様と同様に対応との指示あります。

・駒木　学　様～上記連絡事項にあるとおり外出予定ありますが、以前母様の都合により外出が取りやめとなった事があり、その際動揺する事があったそうです。今回も同様のケースが考えられる為、対応出来るようにして下さい。

・阿部　文香様～先週、生理用品をトイレに流し詰まらせています。生理周期に合わせ、女性スタッフが指導に入る事を情報提供しています。また、指を引っ掻くなどの自傷行為の外傷あります。皮膚科での薬剤見直しが必要との事ですので、明日皮膚科についたスタッフは自傷行為後の外傷である事を皮膚科医に情報提供して下さい。

・砂葉　良子様～状態落ち着いてきていますが、鬱状態になると動作緩慢・不食等ある方です。転倒の可能性もありますので要観察して下さい。とカンファレンスの際ありましたが、診察後、躁状態になってきているとあり、要観察の指示あります。服薬調整は現時点ではしないとの事です。

・水梨　孝純様～Cユニット内、床を這って移動する為、疥癬感染の危険があります。感染拡大しないように注意して下さい。本日、準夜帯でシンラック10滴の指示あります。また水梨様に限りませんが、下剤で排便コントロールしている患者様の下剤与薬をフローシート・記録へ忘れずに記載して下さい。（薬剤を投与しているとの意識をもつこと）

・山下　拓也様～主治医診察で排便が14日なかったと話す。本日、排便が４回あったとの事。主治医より、4日なかった場合は報告するようにとの指示あり。

＜巴様の髪型に関する事故について＞

ご家族より坊主頭は控えてほしいとの意向あるも、9月3日坊主頭になっている。

経過　

平成19年9月3日（月）

　19:00　和田昌様から倉庫にあるバリカンを出して欲しいとの希望あり、本人様使用目的

を確認せず倉庫より出し本人様へ渡している。

19：30　和田昌様がバリカンをスタッフオフィスへ返しにくる。

　19：40　巴勇樹様が、坊主頭になっている状況を見た。外泊中に切ったのかと思い、「外

泊で切ったの？」と尋ねる。（準夜勤務に入ってからこの時まで、髪の毛の

ことは気になっていなかった）巴勇樹様が、和田昌様に坊主頭にしてもらった

と話す。和田昌様に確認すると、本人が切って欲しいと言うため、切ったと話

す。巴勇樹様にも改めて確認すると、「坊主にしたかったからお願いした」と

話す。

以上のケースについて意見を出しています。

･スタッフ間の情報伝達ミスによる事故→ご家族の意向をスタッフが把握しきれていなか

った。

・当院での床屋を利用している和田様が自らバリカンを使用する事は考えにくい為、その時点で他者への他害行為が予測できたのではないか？

・刃物を患者様へ渡す事へのリスクの考えが甘かったのではないか？

　等の意見が出ています。

　ご家族の意向など、知らなかったでは済まされない為、各自情報収集を徹底する事。また受けたスタッフは情報伝達を徹底するようにして下さい。

　＜川端Ｄｒより＞

· 患者様の排泄、特に排便コントロール、管理について、病院全体でのスタッフ意識が

低いとの指摘があります。精神科における薬剤からの副作用などを考慮すれば、イレウスの可能性はあり、下剤の投与、浣腸の実施の記録、反応便の有無、反応便がなかった場合の情報提供を徹底してください。













